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「激励会」 

この春に高校を卒業して 

自立していく児童を励ま 

す会がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の入所児童数 

本園  

２４名／定員３０名 

地域小規模「若葉」 

  ３名／定員６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４名の児童が高等学校を卒業して、各々が目指す道を進んで 

いきます。学園で過ごした期間はそれぞれ違いますが、苦楽を 

共にしてきました。 

 在園児童代表のスピーチでは、今までの思い出を話していく 

うちに、思わず感極まってしまうシーンもありました。そして 

卒園生からは、学園への感謝の気 

持ちと将来に向けての目標が力強 

く発表され、在園児童と職員が門 

出を祝いました。 

 また元気な姿を見せに来て下さ 

いね。応援していますよ！（政本） 
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桜の花も咲き、春がやってきました。 

休眠状態にある種子・冬芽などが、ある特定の刺激を受けた

のち活動状態になることを「休眠打破」と言います。サクラの

開花には冬期に一定期間低温にさらされることが大切だそうで

す。つまり、寒さにさらされないときれいな桜が咲かないとい

うことです。 

誰もが困難や思い通りにならないことなどを経験するもので

すが、その経験を前に進む力に変えていきたいものです。 

さて、本年度、三重県の新たな社会的養育推進計画が策定さ

れます。今まで試行錯誤を重ねて培ってこられた実績を生かし

て、時代にふさわしい価値観で新たな指針が示されることと思

います。 

名張養護学園においても、何気ない日々の養育の営みを大切

にし、「子どもたちに夢を！歩む先に笑顔を！」を胸に、職員

一同、力を合わせて取り組んで参ります。 

施設長 杉森 弘章 
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『ウインタースポーツ』 
2月 18日（日） 

滋賀県立アイスアリーナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『クレープ作り』 

2月 25日（日） 

にじユニット 

 

 

 

            

 

 

 

『地域美化活動』 

1月 20日（土） 

2月 17日（土） 

3月 30日（土） 

朝日公園周辺 

 

学園・若葉の児童が滋賀県にあるスケート場へ行き、スケートを

楽しんできました。数年前に一度伊賀市にあったスケート場へ皆で

行ったことがありましたが、コロナの影響でしばらくウィンタース

ポーツはお休みしていました。その際に参加していた子どももいま

したが、参加者の多くは初めてスケートをする子ばかりだったよう

です。 

この日は少し暖かい天候でしたが、中に入ると一気に冷凍庫の中

に来たような感覚になりました。まずは履き慣れないスケート靴に

悪戦苦闘し、安全の為ヘルメットをかぶり準備万端でリンクへ駆け

出していきましたが、見事にしりもちをついている子が何人もいま

した。それでも天性の運動神経からか、30 分もするとスイスイ滑っ

ている子も多く見られました。最後までリンクの手すりを綺麗にフ

キフキしてくれている子もいましたが、それぞれが楽しい時間を過

ごせたのではないでしょうか。数名いた昭和生まれの職員は昔取っ

た杵柄で、子ども達に負けず劣らず華麗に滑っておりました（私も

その一人ですが）。 

スケート終了後は、名張市内で冷えた体を温めるかのように美味

しい食事を食べて帰園しました。来年は凍った湖でワカサギ釣りな

んて、楽しそうだなと勝手に想像してしまいました。（増井） 

 

今回は行楽で公園に行く予定でしたが、あいにくの雨で行けず部

屋でクレープを作ることになりました。楽しみにしていたことがな

くなり気持ちが落ち込んでいましたが、 

その変わりにクレープを職員と一緒に 

作り、完成できたことに感動していま 

した。その後は、皆と話しながら美味 

しくいただきました。夜は焼肉店に行 

き、お腹いっぱいになり、幸せな一日 

でした。（北畠） 

 

花粉症の季節になって辛い日が続いていますが、みなさんはどう

お過ごしでしょうか。子ども達は寒さや花粉症にも負けず美化活動

に取り組んでいます。今年に入ってから、1 月、2 月、3 月に 1 回

ずつ実施しましが、たくさんの子どもたちが参加してくれました。 

回を重ねるごとにゴミの量が減って 

きており、公園や道が綺麗になってき 

ていると実感しています。「自分たち 

が暮らす町が美しくなっていくと嬉し 

いね！」って喜ぶ子もいました。（北畠） 

キャンプ便り 行ってきました 

ユニット便り 

地域活動 
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『桃の節句』 

   3月 3日（日） 

 

 

 

 

 

『節分・豆まき』 

2月 3日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『オセロ・将棋大会』 

3月 26日（火） 

  地域交流スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

当園でも雛人形を飾ってお祝いをしました。シンプルなお雛様で

すが、可愛いと言ってくれる子もいます。何段もあるお雛様もあり

ましたが、飾ると何かしらのお道具が行方不明になっていたことを

懐かしく思ってしまいます。小学生の子は、給食でもちらし寿司が

出たりするので「食べたよー」となりますが、私達もお祝いしたい

のと季節行事のお食事を知ってもらえたらと思うのでちらし寿司

を作ります。毎年作りますが、作る回数は他のメニューよりも少な

いので料理下手な私は毎回具材の飾り付け等に自信がなく、画像検

索してしまいます。今年は酢飯をうちわであおいでもらったりして

子ども達にも手伝ってもらい、楽しく盛り付けもできました。ちら

し寿司も桜餅も皆で美味しくいただきました。（宮田） 

 

今年も学園に（毎年恒例の）青鬼がやってきました！「鬼はーー

外！福はーー内！」。幼児さんから小中学生の児童まで、総出で豆

を投げ、鬼退治をしました。本来とっても怖いはずの青鬼ですが、

今年の青鬼はどこか優しい雰囲気をまとっていたのでしょうか？

参加した子どもたちは皆楽しそうに笑顔も見せながら、豆を投げて

いました。 

この日は恵方巻も食べ、お腹も気持ちもいっぱいになった一日で

した。豆とともに邪気を払い、今年も子どもたちの、そして職員皆

の無病息災を願うばかりです。（後日談ですが、青鬼さんのお洋服

のポケットからは、豆がたくさん出てきたそうです）（山本） 

 

 将棋大会には4名の中高生男子が参加しました。対局が始まると、

お兄さんたちの表情が急に真剣モードになりました。1 回戦（一応

準決勝）は 2 局ともに序盤から乱戦で、華々しい戦いが繰り広げら

れました！決勝戦はさらにお互いノーガードで 

攻め合ってあっという間に決着がつきました。 

ひだまりユニットが優勝賞品をゲット！おめで 

とうございます～。 

オセロ大会には 9 名の小学生と中高生が参加しました。こちらも

将棋大会に負けないくらい超真剣です。1 回戦と準決勝では小学生

対中高生のカードが 2 局ありましたが、2 局ともに中高生の勝利と

なりました。かなり際どい勝負で最後まで分からなかったのですが、

やはりお兄さんお姉さんの壁は厚かったです。 

決勝戦も小学生対中高生になったのですが、 

激戦の結果、小学生の女の子が優勝しました！ 

あおぞらユニットが優勝賞品をゲット！おめで 

とうございます～。（政本） 

行ってきました 恒例行事 

ほっとニュース 
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たくさんの・ご寄附・ご寄贈ありがとうございました♪ 

※令和 6年 1月 1日～3月 31日 

順不同・敬称は省略させていただいております 

 

《個人》 

山津吉孝 竹川裕子 堀内節生 古川眞一 横関美津子 

朝日 浜 伊藤 匿名 

 

《団体》 

生命保険ファイナンシャルアドバイザー教会 PRME ROOM 

里若緑会・原出若緑会 公益財団法人 SHG 財団 グランマ Chie 

キング観光 おてらおやつくらぶ ホットスタッフ 日榮新化 

カーブスマックスバリュ名張 関東ラーメン 川の会 百五銀行 

キング観光 ボルグワーナー労働組合 

編集後記 

皆さんは犬派、猫派、またはうさぎ派等々、好きな動物はいますか？

私は猫と暮らすようになってからは猫派になりました。今年こそは愛

猫をモフモフしながらゆっくり過ごす時間を少しでも増やせたらな、

と思います。 

いよいよ新年度ですね、皆さん穏やかに過ごせますように。（宮田） 

里親の相談窓口！ 

～里親なんでも相談所「ほっこり」～ 

  ・里親になりたい 

     ・子どものことを相談したい 

             お気軽にご相談ください！ 

来所・訪問・電話相談 

月～金 9：00～17：00 

電話：0595‐41‐1144 

e-mail：n.satooyahokkori@n-kosei.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

           

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〓名張養護学園の理念〓 

「すべての人を尊重し、 

児童の最善の利益を守り、 

より積極的に支える」 

〓基本目標〓 

子どもたちに夢を！歩む先に笑顔を！ 

～日々の温かみある支援が子ども達の 

生き生きとした生活となるように！～ 

 

学園に併設されている、 

地域の子ども・家庭のための相談窓口です！ 

児童家庭支援センター「あかり」 

【相談方法】 

＊電話   📞42-8331 

＊来所   9時～18時受付 

＊訪問   9時～18時受付 

＊メール  ホームページで受付 

 

子育てのこと、家庭のこと… 

一人で悩まないで 

一緒に考えていきませんか？ 

 


